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　吾々の汽車は6月12日18時30分に愈々オムスクに着v・た．今まで永く同じ
列車に乗り合はせた我が日本のオリンピック選手團の人々に手傳って貰っ
て，大小の荷物を運び出し，別れを告げて，出迎ぴの男2人に連れられ，約
4キロの街路をガタガタ揺られながらホテルに行く．宿はSoviet－Sibirskaya
Hotelといひ，此の地の一等族館であるとか．宿に：着いて，室内に手荷物な
ど運び入れ，さて，いろいろ今後の打ち合はせをしやうとして，騨に出迎え
てくれた2人の親切らしい’泄話人に話しかけて見たところが，量圖らんや1
此の2人掛英語もドイツ語も嵩製す．只お國言葉のロシヤ語が流暢であるば
かり．尤も，フランス語の極めて僅かな断片なら判るらしV・が，之れでは殆
んど何も意志を通じ得ないと同じだ．ホトホト困って，如何しやうかと，稻
葉池と顔見合はせて案じてみる時，あたかも，先着のポ1ランド國からの観
測隊の人々が宿へ麟って來たそして，ツカツカと吾々の室へ入って來て，
　C‘　How　do　．vou　do，　Professor　Yamamoto　P　My　name　is　XVitko“rski　1”
といふ御挨拶だ．立派な英語である．そこで吾々は急に岡岬を同復し，大喜
びで，こちらの事情を話し，此のオムスクでの模様や，日本のこと，ボ1ラ
ンドのことなど，小1時聞も話し込む．一ヰトコフスキ博士の名は今までに
聞いたことがある．ポ1ランドの西都ポズナン大購数授であるが，今圓の日
食にはポ1ランドの天文大御所Banachiewicz博士を糸鶴巾とする四つの遽征
隊の一つを主裁して入露し，オムスクに來たものである．（他の2隊はギリシ
ャに，1隊はJ．OICzak博＝トを主とし我が日本にやって來た）．ヰトコフスキ
博士はKoebke博士と，　Stenz氏との2人を連れた3人組で，自分の顔を見る
や：否や。
　・・　professor　Vamamoto　I　You　ar】・ived　late　1”（貴君たちの御到着は邊かつ
た1）
と言はM．tcが，あとで聞いて見ると，此のボ1ランド除だつて，わっか1日
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前の，6月11日にオムスクに着いたのだといふ．
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　此の日，日がトツプリ暮れた頃，観測揚から宿へ蹄って來た5人の英國糊
測隊員があった．此の隊長はスコトランドのアバデイン大學教授カロル博士
であるし，其の下に少肚ヰリヤムス君とマクベイン女史，それに助手として
ラック氏とアレキサンダ氏とが居る．一自分はカロル氏には今より14年前
から2－3度會つたことがある習知の友である，力氏もチャンと増えてみて，
　“Mr．　Yamamoto．御機嫌よう．久しぶりですね！貴君とミセスとにはヰ
ルソン山天文墓で御目にかNりましたことを記億してゐます．．．＿．＿”
　“1924年には，貴君が居られたケンブリヂ（英國）でも御目にカ〉　Nり，御馳
走を頂きましたtp
　“お玉，あの時は貴君は猫り族でしたね．奥様は御達者ですか？”
といふ挨拶であった．
　叱声からは今圃の日食に三つの観測除を派遣してみる．第1は日本へ來た
ストラトン怪士の1隊，第2は此のオムスクに來てるるカロル氏の除，第3の
除はグリニチ天文肇のグリ1ヴス博士等で，ギリシャに行ってみる．カロル
氏は先年ストラトン博士の次席としてケンブリヂ太陽観測所副長だったこと
もあるが，今は前記アバデイン大學の“物理學教授ですから”と自ら言っ
て居る．
　こうして，ジビルスカヤ・ホテルには英國5人，波國3人，日本2人（後には
3人遅なる）で，合計10人の“外回の天文家”が宿泊し，ソ國官螢ccイン1・
リウスト”の御世話になってみる．特に吾々10人ばかりのために，モスクブ
政府は1人目世話役を派遣して來てるるので（其れは，先刻，騨頭へ吾々を迎
えに來て呉れたうちの1人なので）あるが，そうした厚意に拘らす，どういふ
わけか，此の特派員はロシヤ語以外に，少しも外國語が出営ないのは不便で
ある．
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　ホテルに第1夜を明かした吾々は，翌13日から，毎朝，專用バスに途られ
て，英國や波國の人々と共に，市の北郊の一集約農揚に行くのである，
天界185 オムスク観測行 423
　毎日，朝食は大抵8時頃．バスの出町が8時牛から9時．農揚には，ロシヤ
の観測隊が多藪みて，越階隊や吾々のために，種々世話をしてくれる・一
波國の天文家たちは，吾々の観測揚よりも1キロばかり市街に近V・農業大學
の構内に器械を据えてみるので，ロシヤ隊との交渉は幾らか少いらしv・・吾
々は一番あとに到着した御蔭で，観測蝪では，英ソ爾隊から種々厄介になる．
まつ，朝，宿から持参した小荷物や辮當は，英國隊の控へ室である大型テン
トの中に置き，食事の時も，御茶の時も，皆，網野人たちと一i所で，同じサ
モワ1ルの湯を別け合ふ．又，ソ國の三者たちには，観測小屋の建設や，大
工の世話，暗室の出入等々，槻測準備技術上のV・ろいろの助力を依頼すると
言った様子である．
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　ソ國の天文家たちは，レ＝ングラ1ド市の野立プルコワ天文毫からバラ♪
フスキ8alanowski博士夫妻，ドイチA．　N．　Deutsch博士，リンガゥ7v　Lingaur
博士其の他少肚助手敷人が來て居り，叉，プルコワ天丈壷の出張所として，
クリミヤ列島に有名なシメイス天文壷のシヤインG．Schajn博士夫妻とアル
ビツキV．A．　Albitsky陣士等が予てみる．シメイス組は一つのバラック内に
1豪のシ1ロスタトを置き，其れに附いた二つの卒面鏡から光りを二つの細隙
分光寓眞儀に受けて，太陽の閃光スペクトルや，コロナのスペクトルを撮影
する計書と見える．プルコワ組はバラックを二つ持ってるる・其の一つはバ
ラノフスキ氏とドィチ氏とが憺馴し，中に10糎級の爾筒型翼機を据え付けて
みるが，之れは新に購入したばかりで，未だ試験も濟んでみない望遠鏡で，
目的は水星内側の未知遊星を捜索するのだと聞いた．他の1バラック内に
は，コロナの攣動を研究するため，ソ國で特に設計製作した6ケのユニフォ
ム機の一つで，焦黙距離5米のカメラであるが，珍らしく封物レンズ（口径
10糎）が移動するやうになってみる．
　ソ國の人々は，共通に，噌室及び物置きとして立派なバラックを今一一つ持
ち，爾ほ休息や，夜回の當直撃として，小型のテントを五つ六つ，揚内の室
地に建ててみる・其のうちの一つは外部との通信や，放逸所としての設備を
有ち，薪聞記者なども度々これを利用してみる・他の地：方にみる観測隊の模
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様や，天氣の状態などは，既の設備によって知り得るのである．
　ソ國の観測隊は上記の如き大掛りなものであって，全艦の指揮者はバラノ
フスキ博士である．
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　英國の観測除は，締則用のバラックも，雑用の大型テントも，砦わざわざ
本國から運搬して來たもので，其の他，工作道具から炊事具や食料に至るま
で，實に周到な準備をして來てるることは，さすがにストラトン博士の直弟
子たちだと肯かれる．
　英國隊の観測プログラムは非常に複雑なものであるが，自分は幾度も此の
バラックの中に入って説明を聞いたので，ほ：一丁黙をつかみ得た．英二階の
観測目的は三つで，其の第1は5個のプリズムを鮒物的に置いて，コロナ・ス
ペクトルの赤外部を撮影すること，之れはヰリアムス君の三巴である．第2
は大きさ15糎級のプウズム2個と，2枚玉レンズと，フアブリ・ぺ・1干渉板
とを並べて，コロナの下色光線により内部言動の模檬を撮影すること，照れ
はカ・ル除長自身の憺當である．第3はエシエロン格子によって大きく肥大
した分光儀（恒温油糟）により，閃光スペクトルを巧妙な仕掛けで毎秒1枚つ
つ撮影する装置で，干れはミス・マクベインの婚當である・そして此の3種
の観測二子のために35三級のシ】ロスタト1毫を窓外に据えてみる．器械が
複雑してみるので，カロル二等は日食の直前まで整調や修理等に忙殺されて
るた。（つu’く）
